
情
報
コ
ー
ナ
ー

■申は申込み先、
■問は問合せ先です。

Information
案　

内

〈
友
部
・
笠
間
地
区
か
ら
〉

（
77
）１
１
０
１
ま
た
は（
72
）１
１

１
１

〈
岩
間
地
区
か
ら
〉

（
37
）６
６
１
１

笠
間
市
役
所
本
所
・
支
所
へ

の
問
合
せ
方
法

携
帯
電
話
で
１
１
９
番
通
報
す

る
と
、
今
ま
で
は
、
水
戸
市
消
防

本
部
か
土
浦
市
消
防
本
部
に
接
続

さ
れ
ま
し
た
が
、
２
月
22
日
か

ら
、
携
帯
電
話
１
１
９
番
通
報

が
、
直
接
笠
間
市
消
防
本
部
へ
つ

な
が
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

携
帯
電
話
か
ら
１
１
９
番
通

報
を
す
る
場
合
は
、
救
急
・
事
故

等
の
発
生
し
た
場
所
の
市
町
村

名
か
ら
住
所
を
伝
え
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
１
１
９
番
通
報

し
た
場
合
、
電
波
の
関
係（
特
に
、

携
帯
電
話
１
１
９
番
の
直

接
通
報
が
始
ま
り
ま
し
た

高
い
地
形
付
近
や
市
町
村
境
界

付
近
）で
、
必
ず
し
も
笠
間
市
消

防
本
部
に
つ
な
が
る
と
は
限
ら

ず
、
ほ
か
の
消
防
本
部
に
つ
な

が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

場
合
は
、
受
信
し
た
消
防
本
部

か
ら
管
轄
す
る
消
防
本
部
へ
転

送
し
ま
す
。

転
送
に
は
若
干
の
時
間
を
要
し

ま
す
の
で
、
動
揺
し
な
い
で
、
そ

の
ま
ま
電
話
を
切
ら
ず
に
お
待
ち

く
だ
さ
い
。

☆
火
災
な
ど
の
問
合
せ
は「
災
害

情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」へ
。

☎
０
２
９
６（
73
）０
９
１
９

こ
の
制
度
は
、
母
子
家
庭
の
お

母
さ
ん
が
就
職
や
転
職
の
た
め

に
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
資
格
取
得

な
ど
の
指
定
教
育
訓
練
講
座
を
受

講
・
修
了
し
た
場
合
に
、
そ
の
経

費
の
４
割
相
当（
20
万
円
を
限
度
）

を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

対
象
者
▼
母
子
家
庭
の
母
で
、
次

の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

☆
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育

訓
練
給
付
金
制
度

て
い
る
か
、
ま
た
は
、
同
様
の

所
得
水
準
に
あ
る
こ
と

☆
雇
用
保
険
法
に
よ
る
教
育
訓
練

給
付
の
受
給
資
格
を
有
し
て
い

な
い
こ
と

☆
当
該
教
育
訓
練
を
受
け
る
こ
と

が
、
適
職
に
就
く
た
め
に
必
要

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

■問
県
子
ど
も
家
庭
課

☎
０
２
９（
３
０
１
）３
２
５
２

県
教
育
委
員
会
で
は
、
小
・
中

学
生
、高
校
生
と
そ
の
保
護
者
が
、

悩
み
や
困
り
ご
と
に
つ
い
て
気
軽

に
相
談
で
き
る
よ
う
、
県
内
５
カ

所
の
教
育
事
務
所
に
生
徒
指
導
相

談
室
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

相
談
方
法
▼
電
話
ま
た
は
来
所

相
談
日
▼
月
・
水
曜
日
の
午
前
９

時
～
午
後
４
時
30
分
、
火
・
木
・
金

曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後
６
時
30

分（
祝
日
を
除
く
）

■申
・
■問
水
戸
教
育
事
務
所
生
徒
指

導
相
談
室

☎
０
２
９（
２
２
１
）５
５
５
０

生
徒
指
導
相
談
室

県
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
理
科

に
関
す
る
興
味
や
関
心
を
高
め
る

た
め
、
専
門
的
な
知
識
を
持
っ
た
大

学
や
研
究
所
の
Ｏ
Ｂ
な
ど
を
学
校

や
子
ど
も
会
な
ど
に
派
遣
し
、
ユ

ニ
ー
ク
な
実
験
や
自
然
観
察
な
ど

の
体
験
活
動
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

派
遣
対
象
▼
幼
稚
園
、
小
・
中
学

校
、
子
ど
も
会
ほ
か

派
遣
時
期
▼
随
時（
４
月
か
ら
）

※
公
立
校
に
派
遣
の
際
の
旅
費

は
、
県
が
負
担
し
ま
す
。

※「
お
も
し
ろ
理
科
先
生
」も
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。

■申
・
■問
水
戸
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９（
２
２
８
）１
３
１
３

「
お
も
し
ろ
理
科
先
生
」を

派
遣
し
ま
す

市
町
村
合
併
に
伴
い
、
４
月
１

日
か
ら
、
県
の
出
先
機
関
の
名
称

が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

■問
県
人
事
課

☎
０
２
９（
３
０
１
）２
２
６
７

市
町
村
合
併
に
伴
う
県
の

出
先
機
関
の
名
称
変
更

変更前 変更後

県税事務所 麻生県税事務所 行方県税事務所

保健所 水海道保健所 常総保健所

農業改良普及
センター

麻生地域農業改良普
及センター

行方地域農業改良普
及センター

土木事務所 石下土木事務所 常総土木事務所

産業技術専門
学院 三和産業技術専門学院 古河産業技術専門学院
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募　

集

出
願
資
格
▼
県
内
に
居
住
す
る
人

の
子
弟
で
、
日
本
学
生
支
援
機
構

奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い
な

い
、
短
大
・
大
学
在
学
者

※
成
績
・
収
入
基
準
が
あ
り
ま
す
。

募
集
人
員
／

☆
自
宅
通
学
▽
45
人

☆
自
宅
外
通
学
▽
95
人

貸
与
月
額
／

☆
自
宅
通
学
▽
３
万
５
千
円

☆
自
宅
外
通
学
▽
３
万
９
千
円

奨
学
金
の
返
還
方
法
▼
貸
与
終
了

月
か
ら
６
カ
月
据
置
き
後
、
10
年

以
内
に
、
半
年
賦
ま
た
は
年
賦
に

よ
り
返
還（
無
利
息
）

出
願
方
法
▼
在
学
す
る
学
校
か
ら

出
願
用
紙
の
交
付
を
受
け
、
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
在
学
校
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

出
願
期
限
▼
５
月
24
日
㊌（
各
学

校
へ
の
提
出
期
限
は
各
校
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
）

■問
県
高
校
教
育
課

☎
０
２
９（
３
０
１
）５
２
４
５

茨
城
県
奨
学
生
を
募
集

電
子
メ
ー
ル

申
込
期
間
▼
４
月
11
日
㊋
～
５
月

12
日
㊎

■申
〒
３
１
０

−

０
０
５
４
水
戸
市

愛
宕
町
４

−

１
水
戸
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
９（
２
２
８
）１
３
１
３

h
ttp
://w

w
w
.g
a
k
u
s
y
u
.

p
re
f.ib
a
ra
ki.jp

■問
県
教
育
庁
生
涯
学
習
課

☎
０
２
９（
３
０
１
）５
３
１
８

「
県
民
大
学
」講
座
の
受
講

生
を
募
集

講
座
内
容
▼「
各
界
か
ら
学
ぶ
」ほ

か
23
講
座

申
込
方
法
▼
往
復
は
が
き
ま
た
は

新
築
県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

住
宅
名
▼
つ
く
ば
島
名
ア
パ
ー
ト

※
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
万
博
記

念
公
園
駅
西
口
か
ら
徒
歩
数
分

募
集
戸
数
▼
50
戸

募
集
期
間
▼
５
月
10
日
㊌
～
６
月

９
日
㊎

現
地
見
学
会
▼
５
月
21
日
㊐
と
30 

日
㊋

入
居
開
始
日
▼
８
月
１
日
㊋

※
収
入
要
件
・
同
居
親
族
要
件
を

満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
駐
車
場
は
各
戸
１
台

※
当
該
住
宅
は
、
民
間
住
宅
を
平

成
18
年
か
ら
県
が
20
年
間
借
り

上
げ
、
県
営
住
宅
と
し
て
使
用

す
る
も
の
で
す
。
こ
の
た
め
、

借
上
げ
期
間
が
終
了
す
る
前
に

住
宅
を
退
去
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

■申
・
■問（
財
）茨
城
住
宅
管
理
協
会

水
戸
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９（
２
２
６
）３
３
５
０

と
な
り
の
ま
ち
か
ら

水
戸
地
方
広
域

市
町
村
圏
協
議
会

日
時
▼
５
月
21
日
㊐
午
前
９
時
集
合

会
場
▼
青
柳
公
園
市
民
体
育
館

参
加
料
▼
１
チ
ー
ム
３
，０
０
０
円

小
学
生
の
部
１
，０
０
０
円

種
別（
１
チ
ー
ム
８
人
）▼
一
般
男

子
▽
合
計
体
重
が
６
０
０
㎏
以

下
、
一
般
女
子
▽
合
計
体
重
が
５

２
０
㎏
以
下
、
男
女
混
合
▽
男
女

各
４
人
で
合
計
体
重
が
５
６
０
㎏

以
下
、
小
学
生
▽
５
、
６
年
生
で

体
重
制
限
な
し

申
込
期
限
▼
５
月
10
日
㊌

申
込
方
法
▼
電
話
で
次
へ
。

■申
・
■問
水
戸
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
会

☎
０
２
９（
２
４
３
）０
１
１
１

水
戸
市
長
杯
第
21
回
綱
引
大
会

の
参
加
者
を
募
集　
《
水
戸
市
》

利
用
期
間
▼
４
月
25
日
～
10
月
末
日

料
金
／
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
▽
１

区
画
５
，
０
０
０
円（
56
区
画
）、

テ
ン
ト
サ
イ
ト
▽
テ
ン
ト
１
張

２
，
０
０
０
円
、

タ
ー
プ
１
張�

１
，０
０
０
円（
最
大
１
０
０
張
）

※
入
園
料
２
０
０
円（
５
～
15
歳

１
０
０
円
）が
別
途
か
か
り
ま
す
。

■問
管
理
事
務
所

☎
０
２
９（
２
９
３
）７
４
４
１

涸
沼
自
然
公
園　
《
茨
城
町
》

25
品
種
、
約
８
千
５
０
０
株
の

色
と
り
ど
り
の
つ
つ
じ
が
咲
き
誇

る
笠
間
つ
つ
じ
公
園
。会
期
中
は
、

野
点
や
稲
荷
ば
や
し
、
琴
の
演
奏

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

会
期
▼
４
月
15
日
㊏
～
５
月
14
日

㊐
午
前
８
時
～
午
後
６
時

会
場
▼
笠
間
つ
つ
じ
公
園

■問
笠
間
市
役
所
観
光
課（
内
線
５
１
０
）

第
35
回　

笠
間
つ
つ
じ
ま
つ
り

春
のイベ

ン
ト
情
報

２
０
０
人
以
上
の
陶
芸
家
や
窯

元
が
出
店
す
る
笠
間
焼
最
大
の
お

第
25
回　

陶
炎
祭（
ひ
ま
つ
り
）

祭
り
。
土
面
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
や

コ
ン
サ
ー
ト
、
人
気
の
夜
ま
つ
り

な
ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り

だ
く
さ
ん
で
、
毎
年
た
く
さ
ん
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

会
期
▼
４
月
29
日
㊏
～
５
月
５
日

㊎
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
夜
ま
つ
り
ラ
イ
ブ
▽
５
月
３
日

㊌
午
後
５
時
30
分
～
９
時

会
場
▼
笠
間
芸
術
の
森
公
園
イ
ベ

ン
ト
広
場

■問
笠
間
焼
協
同
組
合

☎
０
２
９
６（
73
）０
０
５
８

愛
好
家
に
は
た
ま
ら
な
い
骨
董

市
。
掘
り
出
し
物
を
見
付
け
に
、

多
く
の
骨
董
フ
ァ
ン
が
訪
れ
ま
す
。

会
期
▼
５
月
２
日
㊋
～
５
日
㊎
午

前
９
時
～
午
後
５
時

会
場
▼
笠
間
稲
荷
神
社
前
の
笹
目

酒
造
裏
駐
車
場

■問（
社
）笠
間
観
光
協
会

☎
０
２
９
６（
72
）９
２
２
２

笠
間
骨
董
我
楽
多
市

笠
間
で
と
れ
た
農
産
物
や
観
光

物
産
品
を
中
心
に
、
展
示
即
売
が

行
わ
れ
ま
す
。

会
期
▼
５
月
３
日
㊌
・
４
日
㊍
午

前
９
時
～
午
後
４
時

会
場
▼
大
町
公
園
通
り
駐
車
場

■問
大
地
の
宴
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行

委
員
会

☎
０
２
９
６（
72
）０
２
８
４（
石
井
）

大
地
の
宴　

か
さ
ま
春
市
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笠間市の市章

デザインの趣旨
３市町の合併を意味する強い団結の輪で、笠間市の

頭文字｢Ｋ｣を表現。人も緑も水もいきいきと輝く姿や、
列車や自動車などの交通の要衝としての利便性も表
し、｢住みよいまち 訪れてよいまち 笠間市｣をイメー
ジしています。

この印刷物は環境にやさしい大豆油インキを使用しています。

【人　口】81,233人
（男39,814人、女41,419人）

【世帯数】26,922世帯
（人口、世帯数は３月19日現在）

【面　積】　240.25㎢

新｢笠間市｣のホームページを開設し
ました。

ぜひ、ご覧ください。

http://www.city.kasama.lg.jp

笠間市の位置と地勢
新市は、茨城県の中央部に位置し、都心

から約100㎞、県都水戸市に隣接し、総面積
は、240.25㎢（旧笠間市131.61㎢、旧友部
町58.71㎢、旧岩間町49.93㎢）となります。
区域は、東西約20㎞、南北約25㎞で構成さ
れています。

地勢は、新市の北西部に八
溝山系が穏やかに連なる丘陵
地帯で、南西部には愛宕山が
位置し、北西部から東南部に
かけ、概ね平坦な台地が広が
り、本地域の中央を涸沼川が
北西部から東部にかけ貫流し
ています。

気候は、夏は気温も湿度も
高く、冬は乾燥した晴天の日
が多い、太平洋型の気候となっ
ています。

◆笠間市のホームページ
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